
研
究
ノ
ー
ト

三
・
一
独
立
運
動
に
お
け
る
『
独
立
宣
言
書
』
の
展
開
と
そ
の
意
義

序
　
論

平
壌
に
お
け
る
一
事
例
よ
り

　
　
（
1
）
　
『
独
立
宣
言
書
』
署
名
者
の
問
題

　
一
九
一
九
年
三
月
一
日
、
土
曜
日
の
朝
に
始
ま
っ
た
三
二
独
立

運
動
（
以
下
コ
ニ
・
一
運
動
」
と
略
す
）
は
、
短
期
的
に
は
約
三
ヶ

月
間
に
わ
た
り
全
国
各
地
で
示
威
行
動
が
展
開
さ
れ
、
こ
の
時
同
時

に
『
独
立
宣
言
書
』
（
以
下
『
宣
言
書
』
と
略
す
）
が
撒
布
さ
れ
た
。

三
・
一
運
動
は
、
三
月
一
日
正
午
を
も
っ
て
明
月
館
支
店
泰
和
館

（
京
城
）
に
お
い
て
『
宣
言
書
』
の
発
表
が
な
さ
れ
た
が
、
当
日
パ

ゴ
ダ
公
園
（
京
城
）
に
は
午
前
中
か
ら
多
く
の
学
生
、
市
民
が
集
ま

っ
て
い
た
。
途
中
、
学
生
か
ら
公
園
で
の
『
宣
言
書
』
発
表
の
要
請

が
あ
っ
た
が
、
署
名
者
達
は
そ
れ
を
断
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
こ
と

を
、
申
洪
植
は
、
「
公
園
で
し
て
は
多
衆
民
が
乱
暴
す
る
虞
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
止
め
た
の
で
あ
る
」
と
証
言
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
自

佐
　
藤
　
正
　
夫

ら
警
務
総
監
部
に
電
話
を
し
て
逮
捕
さ
れ
る
。
朴
股
植
は
『
朝
鮮
独

立
運
動
の
血
史
』
（
以
下
『
血
史
』
と
略
す
）
で
、
そ
の
時
の
こ
と
を

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
日
、
我
が
民
族
代
表
三
十
余
人
は
、
太
和
館
に
集
ま
り
、

　
　
い
っ
せ
い
に
祝
盃
を
上
げ
、
電
話
で
み
ず
か
ら
警
務
総
監
部
に

　
　
通
知
し
、
『
わ
が
独
立
団
の
代
表
一
同
は
こ
こ
に
い
る
』
と
言

　
　
っ
た
。
（
中
略
）
自
動
車
に
代
表
諸
氏
を
の
せ
疾
駆
し
て
去
っ

　
　
た
。
独
立
団
員
が
沿
道
に
く
ま
な
く
立
ち
、
『
独
立
万
歳
』
を

　
　
叫
ん
だ
。
代
表
諸
氏
は
、
ひ
と
し
く
宣
言
書
を
群
衆
に
投
げ
与

　
　
　
　
　
　

　
　
え
た
。

　
こ
の
『
宣
言
書
』
撒
布
に
つ
い
て
、
朴
準
承
は
、
「
自
動
車
に
乗

り
て
居
る
者
全
部
で
三
百
枚
宛
持
っ
て
居
り
ま
し
た
が
途
中
で
車
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

よ
り
皆
で
撒
布
し
ま
し
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
千
葉
了

（
京
畿
道
第
三
部
長
）
は
「
＝
＝
事
件
後
の
朝
鮮
に
赴
任
し
て
（
秘

　
　
　
　
イ
　

話
体
験
談
）
」
で
、
「
憲
兵
を
急
派
し
て
全
部
自
動
車
に
（
中
略
）
と
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こ
ろ
が
、
こ
の
自
動
車
の
中
か
ら
独
立
宣
言
書
を
み
ん
な
こ
の
宣
言

書
を
ば
ら
ま
い
た
。
こ
れ
が
事
の
発
端
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
証
言
は
、
『
血
史
』
の
内
容
と
一
致
し
、
『
宣
言
書
』
撒
布
の

事
実
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
時
の
署
名
者
達
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
行
動
も
含

め
て
、
現
在
も
な
お
、
い
わ
ゆ
る
コ
畏
切
り
者
」
と
し
て
厳
し
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
署
名
者
達
は
、
学
生
及
び
市
民
へ
の
指

導
的
役
割
を
放
棄
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
学
生
達
と
の

関
係
及
び
事
前
の
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
『
血
史
』
や
李
嫡
憲
の

　
　
　
　
　
　
ら
　

『
三
一
運
動
秘
史
』
（
以
下
『
秘
史
』
と
略
す
）
等
の
運
動
当
事
者
側

の
記
述
は
勿
論
、
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
の
記
録
『
朝
鮮
騒
擾
事
件
状

　
　
　

況
』
（
以
下
『
騒
擾
事
件
状
況
』
と
略
す
）
や
、
『
朝
鮮
三
・
一
猫
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

騒
擾
事
件
＋
概
況
・
思
想
及
運
動
』
（
以
下
『
概
況
・
思
想
及
運
動
』

と
略
す
）
で
も
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
逮
捕
後
彼
ら
は
、
学
生
と
の
関
係
及
び
、
事
前
の
計
画
性

を
否
定
し
て
い
る
。

　
権
東
鎮
は
警
察
で
、
「
決
し
て
学
生
達
と
共
に
す
る
様
な
事
は
好

み
ま
せ
ん
の
で
場
所
を
変
更
し
て
明
月
館
支
店
に
集
合
し
た
の
で
あ

　
　
　
き
　

り
ま
す
」
と
、
ま
た
、
吉
善
宙
は
検
事
訊
問
で
、
「
二
七
日
に
な
っ

て
、
一
日
に
京
城
に
来
る
よ
う
に
と
の
連
絡
を
受
け
る
ま
で
何
も
知

　
　
　
　
　
　
　

ら
な
か
っ
た
」
と
答
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
証
言
と
あ
わ
せ
て
彼
等
の
行
動
を
見
る
と
き
、
そ
れ
は
、

官
憲
の
逮
捕
に
よ
る
犠
牲
者
を
最
小
限
に
抑
え
よ
う
と
し
た
当
初
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
の
計
画
が
あ
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
む
し
ろ
、
最
初
は
穏
や
か
に
「

始
ま
っ
た
三
・
一
運
動
が
、
日
数
が
た
つ
に
つ
れ
官
憲
か
ら
の
激
し

い
弾
圧
を
受
け
て
い
く
と
い
う
経
緯
を
見
る
と
、
こ
の
署
名
者
達
の

行
動
は
今
後
さ
ら
に
検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
も

あ
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
『
宣
言
書
』
が
こ
の
運
動
の
中
で
果
た
し
た
役

割
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
具
体
的
に
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
署
名
者
達
の
問
題
を
、
新
た
な
視
点
か
ら
検
証
し
て

い
く
こ
と
に
も
な
り
、
ま
た
、
一
つ
の
問
題
提
起
に
も
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　
（
2
）
　
先
行
研
究
と
『
宣
言
書
』

　
先
行
研
究
に
お
い
て
、
『
宣
言
書
』
署
名
者
達
の
評
価
は
二
つ
に

　
　
　
　
　
　

分
か
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
三
・
一
運
動
研
究
の
多
く
が
、
日

本
の
国
家
政
策
と
植
民
地
支
配
と
の
関
係
か
ら
の
検
証
が
主
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
か
、
歴
史
的
史
料
と
し
て
の
『
宣
言
書
』
そ
の
も
の

の
検
証
や
、
そ
の
具
体
的
展
開
、
及
び
、
意
義
に
つ
い
て
の
詳
し
い

検
証
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。

　
さ
て
、
今
、
筆
者
の
手
元
に
、
こ
の
時
撒
布
さ
れ
た
『
宣
言
書
』

二
万
一
千
枚
の
内
の
一
枚
が
あ
る
（
写
真
1
）
。
こ
れ
は
、
当
時
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

壌
の
旧
市
街
（
朝
鮮
人
街
）
で
佐
藤
芳
兵
が
入
手
し
、
そ
の
後
一
切

口
外
せ
ず
に
三
五
年
間
隠
し
持
ち
、
一
九
五
四
年
に
他
界
し
た
際
の

遺
品
整
理
で
筐
底
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
緯
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

つ
い
て
は
、
芳
兵
の
二
男
蕪
俊
男
が
著
し
た
『
他
国
の
ふ
る
さ
と
．

朝
鮮
に
渡
っ
た
子
ど
も
た
ち
』
（
以
下
『
他
国
の
ふ
る
さ
と
』
と
略
す
）
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の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著
書
で
俊
男
は
、
平
壌
に
生
ま
れ
、

中
学
生
ま
で
住
ん
で
い
た
場
所
や
生
活
、
芳
兵
の
こ
と
、
三
月
一
日

朝
の
様
子
な
ど
を
具
体
的
に
記
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
中
で
『
宣
言
書
」

の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
著
書
は
、
芳
兵
の

『
宣
言
書
』
入
手
の
経
緯
を
知
る
上
で
貴
重
な
手
が
か
り
を
与
え
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
三
・
一
運
動
に
お
け
る
『
宣
言
書
』
の
具

体
的
な
展
開
と
役
割
、
及
び
平
壌
に
お
け
る
芳
兵
の
『
宣
言
書
』
入

手
に
つ
い
て
の
検
証
に
よ
っ
て
、
『
宣
言
書
』
の
持
つ
意
義
の
一
端

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
　
『
宣
言
書
』
と
三
・
一
運
動

　
　
（
1
）
　
『
宣
言
書
』
の
検
証
（
写
真
1
参
照
）

　
筆
者
所
有
の
『
宣
言
書
』
が
原
本
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
入
手
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

緯
か
ら
も
、
ま
た
、
韓
国
天
安
市
の
独
立
記
念
館
『
展
示
品
目
録
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

掲
載
の
『
宣
言
書
』
と
の
比
較
か
ら
も
、
そ
れ
は
明
ら
で
あ
る
。

　
『
宣
言
書
』
は
、
縦
約
二
二
・
五
㎝
、
横
四
六
・
五
㎝
と
不
自
然

に
横
に
長
く
、
又
縦
幅
も
不
均
等
で
あ
り
、
さ
ら
に
印
刷
全
体
が
右

下
に
傾
い
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
行
目
で
「
朝
鮮
」
と
な
る
べ
き
と

こ
ろ
が
、
「
鮮
朝
」
と
誤
植
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
右
下
に
大
き
な
欠
損
部
分
が
あ
り
、

文
字
が
数
文
字
失
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
縦
に
走
る
八
本
の
折
り
線

を
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
、
右
か
ら
約
八
㎝
、
十
六
㎝
の
と
こ

ろ
に
あ
る
二
本
の
折
り
線
は
、
折
り
目
に
沿
っ
て
紙
の
損
傷
が
激
し

い
。
八
本
の
折
り
線
は
、
写
真
1
に
示
す
よ
う
に
、
右
か
ら
A
1
～

A
5
の
五
本
と
、
B
1
～
B
3
の
三
本
の
、
二
組
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
B
の
折
り
線
で
折
る
と
、
単
純
に
四
つ
折

り
の
状
態
と
な
り
、
A
の
線
で
折
る
と
六
つ
折
り
の
状
態
に
な
る
。

そ
の
時
の
横
幅
は
約
四
㎝
の
差
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
こ
の
『
宣
言
書
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

疑
問
が
出
て
く
る
。

　
　
一
、
な
ぜ
一
行
目
に
「
鮮
朝
」
と
誤
植
が
あ
る
の
か
。

　
　
二
、
な
ぜ
印
刷
が
、
右
下
が
り
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
三
、
な
ぜ
二
種
類
の
折
り
線
が
あ
る
の
か
。

　
　
四
、
誰
が
、
な
ぜ
、
折
り
方
を
か
え
た
の
か
。

　
こ
れ
ら
の
疑
問
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
以
降
で
、
具
体
的
に
検
証

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
（
2
）
　
『
宣
言
書
』
の
作
成
と
そ
の
意
義

　
『
宣
言
書
』
は
、
天
道
教
徒
の
崔
麟
の
要
請
で
、
崔
南
善
に
よ
り

二
月
二
七
日
ま
で
に
草
稿
が
完
成
し
た
。
ま
た
崔
南
善
は
そ
の
「
回

顧
談
」
の
中
で
、
「
日
本
人
、
小
澤
家
の
中
学
生
の
勉
強
部
屋
を
借

　
　
　
　
　
　
ロ
　

り
て
作
成
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
当
初
は
そ
の
草
稿
を
も
と
に
李

鐘
一
の
普
成
社
（
京
城
）
で
印
刷
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
崔
南
善

は
「
崔
麟
か
ら
草
案
が
何
ら
か
の
理
由
で
漏
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

草
案
を
活
字
に
組
み
版
組
を
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
」
と
述
べ
、

前
も
っ
て
版
組
を
作
ら
せ
て
い
る
。

　
普
成
社
で
は
二
七
日
午
後
五
時
頃
か
ら
印
刷
に
入
っ
た
が
、
李
鐘
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一
は
「
崔
南
善
が
椿
え
た
儘
で
は
印
刷
す
べ
き
紙
に
這
入
り
切
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

故
天
地
を
縮
め
横
に
長
く
な
る
様
に
私
が
植
え
直
し
ま
し
た
」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
工
場
監
督
金
弘
奎
は
「
夫
れ
は
崔
南
善
の
処
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

り
版
組
を
持
来
り
紙
版
を
作
り
鉛
を
之
に
流
し
込
み
」
と
証
言
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
宣
言
書
』
の
印
刷
は
、
崔
南
善
の
版
組
を
、

準
備
し
て
い
た
用
紙
に
合
う
よ
う
に
組
み
替
え
、
鉛
版
を
作
り
印
刷

し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
不
自
然
に
横
に
長
い
『
宣
言
書
』
は
、

こ
の
組
み
替
え
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
二
七
日

夜
中
に
は
約
二
万
一
千
枚
の
印
刷
が
終
わ
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
宣
言
書
』
に
つ
い
て
の
、
官
憲
側
記
録
を
読

ん
で
い
く
と
、
あ
る
事
実
に
気
付
く
。
そ
れ
は
、
関
係
者
の
中
で
も

こ
の
『
宣
言
書
』
を
読
め
な
い
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
署

名
者
の
一
人
、
羅
仁
協
は
「
警
察
訊
問
調
書
」
で
「
自
分
は
漢
文
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

能
く
知
り
ま
せ
ん
為
め
詳
細
の
事
は
判
り
ま
せ
ん
」
と
証
言
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

る
。
ま
た
、
同
様
の
証
言
は
他
に
何
人
も
出
て
く
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
こ
の
『
宣
言
書
』
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
再
考
の
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
朴
慶
植
は
『
朝
鮮
三
・
一
独
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

運
動
」
（
以
下
『
朝
鮮
独
立
運
動
』
と
略
す
）
の
中
で
、
「
声
討
法
」

と
い
う
、
『
宣
言
書
』
を
暗
記
し
、
そ
れ
を
唱
え
な
が
ら
の
示
威
行

動
を
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、

　
　
全
民
族
的
に
独
立
運
動
に
民
衆
を
動
員
し
た
こ
の
独
立
宣
言
書

　
　
の
意
義
は
大
き
い
。
民
族
独
立
の
大
原
則
が
示
さ
れ
た
だ
け
で

　
　
旦
ハ
体
的
な
行
動
綱
領
的
な
も
の
が
な
い
こ
と
は
、
確
か
に
不
充

　
　
分
さ
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
宣
言
書
の
価
値
を
低

　
　
め
る
も
の
で
は
な
く
、
時
代
的
・
政
治
的
制
約
か
ら
く
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ソ

　
　
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
、
一
定
の
制
約
は
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
筆
者
は
さ
ら
に
『
宣
言
書
』
の
評
価
と
し
て
、
次
の
点
を

付
け
加
え
た
い
。

　
即
ち
こ
の
『
宣
言
書
』
の
持
つ
意
義
は
、
当
時
、
多
く
の
人
が
読

め
な
か
っ
た
と
い
う
、
そ
の
こ
と
に
も
あ
る
と
考
え
る
。
内
容
は
よ

く
理
解
で
き
な
い
が
、
人
々
が
「
独
立
万
歳
」
を
唱
え
、
太
極
旗
を

振
り
、
『
宣
言
書
』
を
配
っ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
こ
と
自
体
に
も

大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、

韓
乗
盆
の
「
朝
鮮
独
立
万
歳
を
高
唱
す
れ
ば
独
立
が
出
来
る
と
思
っ

　
　
　
　
　
　
お
　

て
参
り
ま
し
た
」
、
ま
た
、
李
景
墨
の
「
此
宣
言
書
に
は
道
師
も
加

わ
っ
て
居
る
し
此
を
配
布
す
れ
ば
必
ず
独
立
が
出
来
る
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
め
　

を
聞
い
た
」
と
の
証
言
が
あ
る
。
『
宣
言
書
』
に
は
、
そ
の
よ
う
な

「
理
解
で
き
な
い
文
書
」
と
い
う
、
あ
る
種
逆
説
的
な
意
味
で
、
当

時
の
社
会
状
況
の
中
で
こ
そ
持
ち
得
た
、
重
要
な
意
義
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
二
　
『
宣
言
書
』
配
送
と
三
・
一
運
動
の
展
開

　
　
（
1
）
　
『
宣
言
書
』
配
送
と
官
憲
の
対
応

　
平
壌
で
は
三
月
一
日
の
集
会
時
に
、
同
時
に
『
宣
言
書
』
が
撒
布

さ
れ
て
い
る
が
、
約
二
万
一
千
枚
の
『
宣
言
書
』
は
、
あ
ら
か
じ
め

決
め
ら
れ
た
担
当
者
に
よ
っ
て
全
土
に
配
送
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

そ
も
そ
も
、
こ
の
『
宣
言
書
』
二
万
一
千
枚
を
、
深
夜
印
刷
所
か
ら
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持
ち
出
す
こ
と
か
ら
相
当
の
危
険
が
伴
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
『
秘
史
』
に
は
、
「
ち
ょ
う
ど
運
び
出
す
と
き
に
、
京
城
市
内

が
停
電
に
な
り
、
ニ
カ
所
の
警
察
署
（
安
國
洞
・
齋
洞
－
引
用
者
注
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

の
前
も
無
事
通
過
で
き
た
」
（
引
用
者
訳
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
宣
言
書
』
は
、
平
壌
に
は
担
当
者
名
は
不
明
だ
が
、
約
七
百
枚

が
送
ら
れ
て
い
る
。
又
、
各
地
へ
の
配
送
に
つ
い
て
、
姜
助
遠
は

「
地
方
法
院
予
審
訊
問
調
書
」
で
「
宣
言
書
は
六
、
七
十
枚
位
あ
り

漸
聞
紙
に
包
み
縄
で
縛
っ
て
あ
り
封
を
施
し
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
、
ま
た
李
桂
昌
は
「
警
察
訊
問
調
書
」
で
「
百
枚
位
と
思
い

ま
し
た
が
其
れ
は
金
昌
俊
か
ら
朝
鮮
の
白
紙
に
包
ん
で
わ
た
し
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、
証
言
し
て
い
る
。
こ
の
、
『
宣
言
書
』

を
新
聞
紙
等
で
た
だ
無
造
作
に
包
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
官
憲
の
目

を
す
り
抜
け
る
こ
と
の
効
果
を
期
待
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
各

担
当
者
の
証
言
等
に
よ
る
配
送
地
域
と
枚
数
及
び
日
付
を
図
版
1
に

示
し
た
。

　
そ
れ
で
も
『
宣
言
書
』
を
持
参
し
て
い
る
者
の
逮
捕
や
数
百
枚
単

位
で
の
押
収
が
あ
り
、
そ
の
総
数
は
記
録
さ
れ
た
枚
数
だ
け
で
も
四

千
枚
を
超
え
て
い
る
。
京
城
で
は
約
一
万
枚
の
う
ち
、
押
収
は
わ
ず

か
百
枚
程
度
で
あ
る
が
、
地
方
に
配
送
さ
れ
た
約
一
万
一
千
枚
の
内
、

三
分
の
一
以
上
が
押
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
官
憲
側
が
こ

の
『
宣
言
書
』
を
重
視
し
、
い
か
に
徹
底
し
て
押
収
に
努
め
た
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

示
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
謄
写
版
等
を
押
収
し
て
い
る
記
録
も
あ
る
。

　
官
憲
に
よ
る
最
初
の
『
宣
言
書
』
発
見
は
、
既
に
二
八
日
夜
の
こ

　
　
　
　
ゆ
　

と
で
あ
る
。
こ
の
後
、
早
々
に
署
名
者
三
十
三
名
に
対
す
る
内
偵
が

進
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
一
日
午
前
中
に
は
全
員
の
所
在
不
明
が
判
明

し
、
官
憲
側
と
し
て
も
事
が
さ
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

燵
。
こ
の
後
の
記
録
に
あ
る
『
宣
言
書
』
押
収
の
場
所
、
枚
数
と
日

付
を
、
同
じ
く
図
版
1
に
示
し
た
が
、
こ
れ
を
み
る
と
、
極
め
て
短

期
間
の
う
ち
に
全
国
に
配
送
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
押
収
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　
　
（
2
）
　
『
宣
言
書
』
の
配
送
方
法
と
そ
の
意
義

　
『
宣
言
書
」
の
配
送
に
つ
い
て
は
、
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
、
李

鐘
一
の
証
言
に
「
私
が
誰
れ
に
渡
そ
う
か
と
申
し
た
所
呉
世
昌
は
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

い
紙
を
持
っ
て
来
た
人
に
渡
し
て
呉
れ
と
云
い
ま
し
た
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
、
各
地
へ
の
配
送
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
担
当
者
、
配
送

担
当
者
、
現
地
で
の
受
け
取
り
責
任
者
、
及
び
受
け
取
り
日
時
、
場

所
等
に
い
た
る
ま
で
事
前
に
決
め
ら
れ
、
連
絡
も
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
証
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
表
1
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
表
1
及
び
図
版
1
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
二
月
二

八
日
か
三
月
一
日
昼
ま
で
に
、
『
宣
言
書
』
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
京
城
か
ら
各
地
域
へ
の
配
送
に
つ
い
て
、
当
時
の
鉄
道
路

線
と
時
刻
表
で
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
一
九
一
九
年
当
時
の
鉄
道
路
線
は
朝
鮮
総
督
府
発
行
の
『
朝
鮮
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　

道
状
況
・
第
九
回
』
に
よ
る
。
ま
た
、
時
刻
表
に
つ
い
て
は
、
一
九

一
九
年
版
は
入
手
で
き
ず
、
か
わ
っ
て
一
九
一
五
年
版
（
大
正
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

版
）
及
び
一
九
二
一
年
版
（
大
正
十
年
版
）
を
使
用
し
た
。
こ
れ
で

み
る
と
、
二
八
日
の
京
城
（
南
大
門
駅
）
始
発
に
乗
れ
ば
、
南
北
ど
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絵
ノ
ブ⊂

／

／
ノ

毒
艦

ゐ．』

　　””、

威興5QO　3，’3

迂）．〆”－

　，匡t63〆4

　貝13003／1

※下記の時刻表は、京城（南大門駅）から、

　始発列車で最も早く目的地に菅くものを示す

　また、※1、※2、※3は本文の証言にあるものを示す

／

nt剛　3002／28
　　一φ268　3．’2

益山953fl

全側15002！28

摩騨£
，a’・・t

　，　　　閣

　　　　　　Y／

　　　　一押収：1：
統営3523〆14

大田．．．．一．一大邸一一一一一三浪津一一一一釜山

tlrll5発一一且5：37着

　　　　　L5：44発一．．17；33着

　　　　　　　　　　　17：37肇一一一且8：4：｝管

一一 蜩c一一一一　一三浪津・一一一．一一一馬山

　　［α20着

　　11：35発一一一i7二33着

　　　　　　　　19：25発一一一2i：DO管

〔．）京城一一一一一大田一一一一一一裡里一…一一・一群山

　　　．一一一一10：20着

　　　　　　14：10発一一一一16：51着

　　　　　　　　　　　　17：00発一一一17；43着

裡里一一一一一一木浦

且7：20発一一一22；30　普

　（：）京城．．．k田・一．．一一裡里一一一一一一黛州

Z”28・【0：00発一13：L）4著

：1’［　　　　　　　　　6：10発．．・・－9：3且着

　　　　　　　　　　　　LO：33発一．12：ey管

　　　CX．　1：印宗盒の証言による）

◎京城より平壌及び宣川方面

　　O京城一一一一一開城一一一一一一新幕一一．．．．黄州一一一一一一撃壌一一一．．．・宣川一一一一一一一新義州

2f28・9；50登一一一一11：35発一一一一t3：30発．一．t5：16発一一一16：20発一．．－19：50着一Ll／31着

　〔※2：李桂昌の証言による）

　　　◎京城より北方面

り京城．．一一一一元山一一一一一一一威興

6：2〔1発一一一一14：00着

　　　　　　IS：00発一一一20：00青

◎京城より瑞興及び遂安方面

　　．こ）京城一一一一一一新幕一一一一一一一瑞興一．．．一〔糸勺50Km〕一一一一一遂安

2，，2S・23：DO発一一一一2：45頃着

3〆1　　　　　6：30登一一一一．．6二54頃普

　　　　　　　　　　　　　12：00頃登．一．（徒歩他）一一一一19：30頃着

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔※3：李景愛の証言による）

図版1　『宣言書』配布と押収及び列車時刻表

183 三・一独立運動における『独立宣言書』の展開とその意義 佐藤



表1『宣言書』の配送担当者等一覧表

京城での責任者 配送担当者
配送

n域
現地担当者

日付・

≒煤ｦ8
押収枚数※5 典拠

李鐘一（普成社社 京城 学生等多数 2／28 約100押収 ※1－109p

長） 3／110000 ※1－132p

李甲成（セブラン ※1－173p

ス病院事務員）

韓龍雲（僧侶）

李甲成 李容相（鮮） 大郎 李萬集（牧師） 2／28　200 枚数不明押収 ※1－95P

（セブランス医 馬山 任學噴（教師） 2／28　200 ※2－24p

学生）

李甲成 金柄珠（セブラ 群山 朴連世※6 2／28　200 200押収 ※1－339p

ンス医学生） ※2－93P

李鐘一 印宗益（普成社 全州 金振玉（天道教職員） 2／281500 1枚押収 ※2－23p

幹事） 任実 韓永泰※6 3／1　200 ※4－74p

清州 金振玉（天道教区長） 3／1　300 268押収

李鐘一 安商悪（京城土 平康 李泰潤（天道教区長） 2／28　700 約700枚押収 ※2－92P

地家屋仲介業） 永興 天道教関係者 3／1　1300

呉華英（耶蘇教牧 不明（京城の大 開城 姜助遠（牧師） 3／1　200 ※2－24

師） 工） ※2－95P

李宗一（天道教中 李景愛（耶蘇教 瑞興 朴東周（天道教徒） 3／1　750 ※2－23p

央部長） 徒・農業） 遂安 洪錫禎※6 3／1　250 15押収 ※2－92P

朴煕道（基督教青 金明信※6 海州 黄鶴巣（耶蘇教徒） 2／28　350 300押収 ※3－245p

年会幹事） 甕津 李京鏑（牧師） 3／1　150 枚数不明押収 ※3－105p

金昌俊（耶蘇教伝 李桂昌（京城靴 宣川 白時讃（耶蘇教徒） 2／28　300 ※1－96P

道師） 商店員） 定州 金志雄（教員） 2／28　300 300押収 ※1－348p

呉華英 郭明理（元山耶 元山 李可順（薬種商） 2／28　300 約300押収 ※1－373p

蘇教伝道師） ※2－24p

威台永（中央学校 配送者なし 平壌 氏名不詳の者平壌よ 2／28700 ※7 ※3－152p

校長） り上京して受領

洪基瑛（三崇女学 金洪烈6 鎮南 猛允吉（穀物仲介業） 3／1　500 ※4－139p

校校長） 浦 平壌で男　三より受

領

※1　市川　前掲轡1「警察・検察訊問調書」

※2　市川　前掲書2「署名者事件管轄決定書」・「京城高等法院予審訊問調書」

※3　市川　前掲轡3「地方法院予審訊問調書」

※4市川　前掲轡4「警察訊問調書」
※5　みすず書房　前掲書25「三・一運動日時報告」，市川　前掲書3「朝鮮憲兵隊長報告書」，市川　前掲

　　轡4「検事尋問調書」，アジア歴史資料センター「朝鮮騒擾事件経過概覧表」（朝鮮憲兵隊司令部）による。

　　本文注（30）で述べたように，ここにはr宣言書』とのみ報告され，又配布状況と一致し原本押収と

　　判断できるものを記した。

※6氏名の後に所属がないものは，証言その他によっても不明のもの。ただ，天道教・耶蘇教関係者であ

　　るとは思われる。

※7　平壌からの押収報告がないのは，本文に記したように，集会時，それは同時に「宣言書』配布時に，

　　官憲が現場にいなかったためと思われる。

※8警察・検察・裁判所における証言及び裁判記録で，配布枚数等の内容が異なる場合がある。それらに

　　ついては，証言日付が早いもの，又，それぞれの証言に共通するものを中心に記した。
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ち
ら
の
地
域
に
も
二
八
日
あ
る
い
は
一
日
昼
ま
で
に
は
、
行
き
着
く

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
証
言
に
は
、
具
体
的
な
列
車
時
刻
を
示
し

た
も
の
も
あ
る
。
全
州
に
配
送
し
た
普
成
社
幹
事
印
宗
盆
は
コ
尿
城

地
方
法
院
予
審
訊
問
調
書
」
で
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
二
月
二
八
日
午
前
十
時
頃
南
大
門
駅
で
汽
車
で
京
城
を
発
し
大

　
　
田
で
下
車
し
て
同
地
で
一
泊
し
翌
三
月
｝
日
朝
大
田
駅
を
出
発

　
　
し
裡
里
鰍
に
て
軽
便
鉄
道
に
乗
り
換
え
同
日
正
午
全
州
へ
来
た

　
　
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　

こ
れ
に
該
当
す
る
列
車
時
刻
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
二
月
二
八
日
　
南
大
門
駅
1
0
．
0
0
発
；
大
田
1
3

　
・
三
月
一
日
　
　
　
　
大
田
6
一
1
0
発
－
－
裡
里
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裡
里
1
0
一
3
3
発
－
－
全
州
1
2

　
ま
た
、
宣
川
へ
運
ん
だ
耶
蘇
教
徒
の
李
桂
昌
は
、

審
訊
問
調
書
」
で
、

゜
2
4
着

一
3
1
着

”
0
9
着

コ
尽
城
法
院
予

　
　
二
月
二
八
日
午
前
九
時
五
十
分
に
南
大
門
を
発
す
べ
き
汽
車
が

　
　
延
着
し
十
時
半
に
発
車
し
ま
し
た
が
、
私
は
そ
れ
に
乗
り
込
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
宣
川
へ
行
き
（
中
略
）
新
聞
紙
包
を
渡
し
ま
し
た
。

と
証
言
し
て
い
る
。
こ
れ
を
、
時
刻
表
で
確
認
す
る
と
次
の
列
車
と

　
　
　
　
お
　

一
致
す
る
。

　
・
二
月
二
八
日
　
南
大
門
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
9
一
5
0
発
（
奉
天
行
き
）
－
－
宣
川
1
8
一
5
0
着

実
際
に
は
、
証
言
の
よ
う
に
四
十
分
遅
れ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
二

八
日
中
に
到
着
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
路
線
か
ら
離
れ
た
場
所
へ
は
、
相
当
な
距
離
を
徒
歩
で

行
っ
た
と
思
わ
れ
る
証
言
も
あ
る
。
天
道
教
徒
の
李
景
攣
は
「
京
城

法
院
予
審
訊
問
調
書
」
で
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

　
　
京
城
を
立
ち
三
月
一
日
午
前
三
時
に
新
幕
駅
に
下
車
し
同
日
午

　
　
前
七
時
頃
瑞
興
に
着
し
朴
棟
周
方
へ
往
き
同
人
に
会
い
李
鐘
一

　
　
の
咄
を
伝
え
宣
言
書
七
五
〇
枚
を
渡
し
正
午
頃
瑞
興
を
出
発
し

　
　
午
後
七
時
半
頃
遂
安
に
着
き
路
上
で
洪
淳
木
…
に
出
会
い
（
中
略
）

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
自
分
は
足
を
痛
め
た
故
半
分
は
谷
山
に
送
っ
て
呉
と
頼
み
（
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
略
）
遂
安
を
三
月
二
日
朝
に
出
発
し
ま
し
た
が
足
が
痛
か
っ
た

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
為
途
中
へ
泊
ま
っ
た
の
で
す
。
（
傍
点
引
用
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

こ
れ
も
時
刻
表
と
合
わ
せ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
・
二
月
二
八
日
　
南
大
門
2
3
一
〇
〇
発
－
－
新
幕
三
月
一
日
2
一
4
5
着

　
　
（
一
九
一
五
年
版
で
は
、
こ
れ
に
近
い
2
1
一
4
0
発
が
あ
る
が
、

　
　
新
幕
着
は
ー
　
3
2
。
）

　
・
一
日
　
新
幕
6
一
3
0
発
1
－
瑞
興
6
一
4
5
着

　
　
　
　
　
　
瑞
興
1
2
一
〇
〇
発
－
－
（
約
五
十
㎞
）
－
－
遂
安
1
9
一
3
0
着

こ
の
、
瑞
興
か
ら
遂
安
ま
で
約
五
十
㎞
、
七
時
間
半
を
、
す
べ
て
で

は
な
い
に
し
て
も
、
「
足
を
痛
め
た
」
と
い
う
証
言
か
ら
、
か
な
り

の
距
離
を
徒
歩
で
移
動
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
彼
等
配
送
担
当
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
旅
費
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
資
金
面
に
お
い
て
も
事
前
に
綿
密
な
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
三
・
一
運
動
に
お
い
て
、
こ
の
『
宣
言
書
』

が
い
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

そ
れ
は
、
義
州
で
の
集
会
で
、
宣
川
か
ら
の
『
宣
言
書
』
配
送
が
遅
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れ
た
た
め
、
そ
の
到
着
を
待
っ
て
集
会
が
開
か
れ
て
い
る
事
か
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
官
憲
側
も
『
宣
言
書
』
の
到

着
に
よ
る
運
動
の
拡
大
を
警
戒
し
、
『
三
・
一
運
動
日
次
報
告
』
の

な
か
で
、
こ
の
義
州
で
の
動
き
を
「
耶
蘇
教
会
堂
二
独
立
宣
言
書
到

着
シ
、
一
日
午
後
三
時
約
三
百
名
ノ
教
徒
集
合
セ
シ
ヲ
以
テ
解
散
セ

　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

シ
メ
厳
二
警
戒
中
」
と
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
京
城
か
ら
の
報

告
に
、
「
群
衆
中
ニ
ハ
宣
言
書
ヲ
見
テ
初
メ
テ
騒
擾
二
加
ワ
リ
シ
モ

　
　
　
あ
　

ノ
ア
リ
」
と
、
ま
た
平
安
北
道
、
江
原
道
か
ら
の
報
告
に
も
「
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
ノ
配
布
ヲ
受
ケ
騒
擾
ヲ
惹
起
セ
バ
」
と
、
各
地
か
ら
の
報
告
に
、

三
・
一
運
動
の
拡
大
、
即
ち
官
憲
の
い
う
「
騒
擾
」
は
、
『
宣
言
書
』

と
の
関
わ
り
が
大
き
い
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認

識
に
立
つ
官
憲
側
が
、
『
宣
言
書
』
及
び
謄
写
版
等
の
押
収
に
力
を

入
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
。

　
『
宣
言
書
』
は
、
ま
た
日
本
の
各
機
関
、
個
人
に
も
発
送
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
担
当
者
、
林
圭
の
証
言
が
「
京
城
地
方
法
院
予
審
訊

　
　
　
り
　

問
調
書
」
に
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
林
圭
は
、
崔
南
善
よ
り
宣
言

書
草
稿
と
交
通
費
二
百
円
を
受
け
取
り
、
二
月
二
七
日
午
後
八
時
四

十
分
南
大
門
を
発
し
、
三
月
一
日
午
後
八
時
に
東
京
に
着
い
て
い
る
。

そ
の
後
、
娘
が
世
話
に
な
っ
て
い
た
新
宿
の
和
菓
子
店
中
村
屋
の
主

　
　
　
　
　
　
　

人
相
馬
愛
蔵
宅
の
離
れ
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
翻

訳
し
た
『
宣
言
書
』
、
そ
の
他
の
要
請
書
を
謄
写
版
印
刷
し
、
内
閣

総
理
大
臣
原
敬
、
衆
議
院
貴
族
院
、
尾
崎
行
雄
、
犬
養
毅
等
代
議
士

九
十
名
、
吉
野
作
造
、
安
倍
磯
雄
等
著
名
人
二
十
名
、
各
新
聞
社
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ソ

出
版
社
、
大
学
等
へ
郵
送
し
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

結
局
林
圭
は
こ
の
件
に
関
し
て
は
無
罪
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
逆
に
、
官
憲
側
が
、
『
宣
言
書
』
と
示
威
行
動
と
を
結
び
つ
け
、

そ
こ
か
ら
発
生
す
る
「
騒
擾
」
に
対
し
て
、
そ
れ
を
最
も
警
戒
し
た

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
出
来
事
と
い
え
る
。

　
三
　
平
壌
に
お
け
る
三
・
一
運
動
の
展
開

　
　
（
1
）
　
運
動
の
展
開
と
『
宣
言
書
』
入
手

　
三
月
一
日
、
平
壌
に
お
い
て
は
、
天
道
教
系
が
醇
巖
里
の
天
道
教

　
　
　
ロ
　

施
設
で
、
耶
蘇
教
系
が
舘
後
里
の
崇
徳
学
校
校
庭
と
水
玉
里
の
南
山

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

蜆
教
会
内
の
二
ヶ
所
で
集
会
を
行
っ
て
い
る
。
三
ヶ
所
の
集
会
参
加

　
お
　

者
及
び
当
時
の
平
壌
の
人
口
を
表
2
に
示
し
た
。
こ
こ
で
、
芳
兵
の

『
宣
言
書
』
入
手
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
集
会
場
所
及

び
そ
の
参
加
者
の
動
き
と
、
芳
兵
の
店
の
位
置
関
係
が
問
題
と
な
っ

て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
平
壌
商
工
会
議
所
編
『
平
壌
商
工
人
名
録
』
一
九
一
九
年
度
版
に

は
、
「
経
営
者
・
佐
藤
芳
兵
、
営
業
種
目
・
陶
器
及
び
雑
貨
、
営
業

所
・
舘
後
里
」
と
あ
る
（
図
版
2
）
。
舘
後
里
に
は
崇
徳
学
校
が
あ

り
、
こ
こ
の
集
会
参
加
者
と
の
接
触
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
他

国
の
ふ
る
さ
と
』
に
は
三
月
一
日
の
朝
の
様
子
を
、

　
　
全
く
不
意
に
、
そ
の
三
月
一
日
、
土
曜
日
の
朝
早
く
、
異
様
な

　
　
遠
い
地
の
底
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
近
く
に
ひ
び
い
て
く
る
地
鳴
り

　
　
の
よ
う
な
ど
よ
め
き
が
朝
鮮
人
街
の
奥
の
方
か
ら
き
こ
え
、
そ

　
　
し
て
裏
の
鐘
路
普
通
学
校
の
北
側
の
細
い
坂
道
を
、
か
け
る
よ

　
　
う
に
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
に
白
い
人
た
ち
が
お
り
て
来
た
。
（
中
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表2　平壌の人口と集会参加者関係表

　（人口統計は1919年1月現在：『平壌府要覧』平壌府編纂による）

『平壌府要覧』統計数 3月1日の参加者
官憲による3月1日
W会参加報告数

全朝鮮人の人口と参加者数 48，649人 数万人※1 報告なし

朝鮮人耶蘇教徒数と参加者数 5，823人 2，800人※2
約1800～2000人

@　　　　※4

朝鮮人天道教徒数と参加者数 3，500人 数千人※3 報告なし

日　本　人　の　全　人　口 13，429人

※1と※3は『秘史』，※2は『朝鮮独立運動』の記述によるもの。

※4は憲兵隊司令部「概況・思想及び運動』及び，rみすず　前掲書25』「三・一運動日時報告」にあ

　る「耶蘇教会員及其附属学校生徒の騒擾人員」によるもので，天道教の報告はない。

儒

鷲

換

岩爵轟三層
＝

甲吊

大
和
町

調
町

載
門
里

大
和
町

大
和
町

　
没
蟻
徳
販

叢
　
、
懲
町

　
豆
　
腐

霊
　
卓
町

三
　
雄
町

筒
倉
　
保

村
上
徳
皿

商火商

曾

囚
囚
t

村

正

輝丸

田ヌ

時噂
鈴

濁計

曾濡

§鎚

宥
見
岩
窃

藤
田
房
郵

小
林
穂
次

太
田
姫
次
郎

姫
弾
懲
次
郎

鈴
木
與
市

屋
　
　
腿
佃
邑

　
謄
　
　
尉

同全難簸

竈
　
旭
町

天
　
階
凹
町

（
卜
）
之

　
　
　
　
陶
　
器

贈
層
幾
　
悔
撰
豚

賃
　
　
突
　
趣
婚
里

　
　
　
一
黛
　
　
舘
後
里

轟
　
　
全

中

本

簡

店

t竺

原水佐中大
田谷藤本原

（
イ
γ
｝
工

部商瑚
駅
叉
ハ
麗
…

霧
番
膜

貞重勢政濾
輔助兵吉作s

村
中
麗
一

上
水
民
三
邸

※32頁の〔：コは，筆者による。

図版2　『平壌商工人名録』（平壌商工会議所編　1919年版　p．32－33より）
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あ
　

　
　
略
）
、
俊
夫
の
家
の
前
を
か
け
あ
し
で
通
り
ぬ
け
、
そ
し
て
右

　
　
折
し
て
俊
夫
の
家
の
ま
う
し
ろ
の
学
校
の
校
庭
に
集
結
し
た
。

　
　
そ
の
校
庭
で
、
正
午
少
し
す
ぎ
だ
っ
た
よ
う
だ
、
朝
鮮
独
立
宣

　
　
言
が
朗
読
さ
れ
、
二
時
頃
ま
で
、
市
民
集
会
が
開
か
れ
た
の
で

　
　
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
か
れ
ら
は
整
然
と
四
列
縦
隊
を
組

　
　
ん
で
、
ま
た
日
本
人
官
廉
街
の
方
向
へ
前
進
し
た
ふ
う
に
み
え

　
　
　
お
　

　
　
た
。

と
記
し
て
い
る
。

　
同
じ
く
、
芳
兵
の
家
の
位
置
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
「
俊
夫

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
塚
の
サ
憩
艘
手
に
、
構
内
の
端
に
な
る
が
、
そ
こ
耽
亦
遠
噸
沽
由

別
館
が
あ
り
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
、
ま
た
「
店
は
平
壌
を
南
北
に

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

貫
く
大
通
り
に
面
し
、
そ
こ
に
は
後
、
電
車
が
通
る
よ
う
に
な
っ
た
」

（
傍
点
引
用
者
）
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
芳
兵

の
家
の
場
所
を
推
定
し
地
図
上
に
印
し
た
の
が
、
図
版
3
平
壌
市
街

図
の
黒
○
の
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
家
の
前
を
通
っ
た
集
会
参
加
者
、

及
び
北
側
か
ら
の
人
々
の
動
き
を
黒
太
線
で
示
し
た
。

　
で
は
、
芳
兵
は
そ
の
時
ど
こ
で
『
宣
言
書
」
を
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
か
。
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
先
ず
崇
徳
学
校
集
会
参
加

者
の
動
き
を
見
て
み
る
と
、
「
校
庭
で
の
集
会
と
並
行
し
て
宣
言
書

　
　
　
　
　
　
　
お
　

を
配
布
し
て
い
た
」
と
の
証
言
が
あ
り
、
午
前
中
に
は
『
宣
言
書
』

の
配
布
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
官
憲
か
ら
は
、
一
日
に

「
集
会
」
が
開
か
れ
、
二
日
は
「
静
粛
」
、
三
日
は
「
不
穏
ノ
挙
動
ア

　
　
　リ

」
と
の
報
告
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
多
く
の
人
が
芳
兵
の
店
の
前
を

通
り
、
『
宣
言
書
』
を
配
布
し
、
そ
れ
を
入
手
で
き
た
の
は
、
三
月

一
日
の
可
能
性
が
一
番
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
2
）
　
『
宣
言
書
』
入
手
の
社
会
的
背
景

　
芳
兵
は
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）
に
平
壌
に
渡
り
、
旧
市
街

（
朝
鮮
人
街
）
の
里
門
里
で
店
を
開
い
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
前
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
同
じ
旧
市
街
の
「
舘
後
里
」
に
店
を
移
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
他
国
の
ふ
る
さ
と
』
に
は
芳
兵
の
次
の
よ
う
な
姿
が
記
さ
れ
て
い

る
。　

　
だ
か
ら
こ
と
ば
は
不
自
由
で
も
、
初
め
か
ら
朝
鮮
人
街
の
中
で

　
　
生
活
し
、
か
れ
ら
の
中
に
飛
び
込
み
、
と
け
こ
ん
で
自
ら
が
朝

　
　
鮮
語
で
か
れ
ら
と
話
し
、
か
れ
ら
に
同
化
し
て
、
か
れ
ら
の
こ

　
　
と
ば
で
語
ら
い
な
が
ら
自
分
の
心
に
か
な
っ
た
商
売
を
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
と
決
心
し
て
い
た
。

こ
の
芳
兵
の
生
き
方
は
、
店
が
集
会
場
の
近
く
に
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
以
上
に
、
『
宣
言
書
』
入
手
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
『
宣
言
書
』
入
手
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
事
が
、
当
日

の
官
憲
の
動
き
に
あ
っ
た
。

　
こ
の
日
の
平
壌
管
内
の
官
憲
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
『
騒
擾
事
件

状
況
」
の
5
「
鎮
撫
ノ
為
メ
採
リ
タ
ル
処
置
特
二
良
手
段
ト
認
メ
タ

ル
事
項
及
未
然
防
止
ノ
為
メ
有
効
ナ
リ
シ
手
段
」
の
中
で
、
次
の
よ

う
な
報
告
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
　
2
平
壌
二
於
テ
ハ
（
中
略
）
主
謀
者
以
外
ノ
モ
ノ
ヲ
逮
捕
ス
ル

　
　
ハ
彼
等
ノ
術
中
二
陥
ル
ト
同
時
二
騒
擾
ヲ
大
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
憂
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（朝鮮総督府作製「一万分一朝鮮地形図集成」，「平壌」1915年製作版，1986年復刻）

・「崇徳学校」への道は朝鮮総督府「平壌地図」1916，脇坂文鮮堂「最新平壌府市街案内地

　図」1923，平壌奥田洋行r平壌府案内」1924，帝国在郷軍人会平壌分会発行「平壌府案内

　図」1926，平壌府土木課「平壌府全図」1934等を参照した。

図版3　平壌市街地図と独立運動集会場及び佐藤家との関係図

189　　三・一独立運動における「独立宣言書』の展開とその意義　　佐藤



　
　
ア
リ
依
テ
（
中
略
）
市
内
二
少
数
ノ
警
察
官
ヲ
散
在
セ
シ
ム
ル

　
　
ハ
却
テ
危
険
ナ
ル
（
中
略
）
彼
等
ヲ
一
ヶ
所
二
集
中
セ
シ
ム
ル

　
　
ハ
其
鎮
圧
二
便
ナ
ル
ヲ
以
テ
特
二
府
内
各
所
二
散
在
シ
タ
ル
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
察
官
ヲ
可
及
的
本
署
二
引
揚
ケ
タ
リ
（
後
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
平
壌
市
内
の
警
察
官
は
、
最
初
本
署
に
引
き
上
げ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
他
の
地
域
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の

で
、
逆
に
変
装
し
た
警
察
官
を
群
衆
に
紛
れ
込
ま
せ
、
主
謀
者
に
チ

ョ
ー
ク
や
朱
墨
等
で
符
号
を
付
し
後
に
検
挙
す
る
と
い
う
、
積
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
鎮
定
行
動
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
平
壌
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

『
血
史
』
に
「
崇
徳
学
校
で
は
私
服
刑
事
が
情
報
収
集
し
て
い
た
」

と
は
あ
る
が
、
積
極
的
な
規
制
は
ま
だ
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。

　
ま
た
、
当
日
の
三
団
体
の
集
会
後
の
行
動
も
関
係
し
て
い
る
。
醇

巖
里
で
の
天
道
教
集
会
参
加
者
と
、
崇
徳
学
校
の
参
加
者
は
そ
の
あ

と
港
町
の
警
察
署
前
で
合
流
し
て
抗
議
集
会
を
開
き
、
そ
の
後
は
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

庁
、
道
庁
方
面
に
向
か
っ
て
示
威
行
進
は
分
か
れ
て
行
っ
た
。
こ
こ

で
、
図
版
2
で
崇
徳
学
校
の
位
置
を
確
認
す
る
と
、
集
会
の
あ
と
警

察
署
に
向
か
う
に
は
鐘
路
普
通
学
校
の
裏
手
を
通
り
、
わ
ざ
わ
ざ
遠

回
り
を
し
て
芳
兵
の
家
の
前
を
通
る
必
要
性
は
少
な
い
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
芳
兵
は
運
動
の
早
い
段
階
で
自
宅
周
辺
で
『
宣
言
書
』

を
受
け
取
り
、
確
認
後
す
ぐ
に
筐
に
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
3
）
　
『
宣
言
書
』
保
管
と
そ
の
意
義

三
・
一
運
動
当
初
、
芳
兵
の
店
の
周
辺
の
日
本
人
は
地
区
の
中
心

的
立
場
に
あ
っ
た
廣
田
商
店
に
一
時
避
難
し
て
い
る
。
し
か
し
、
廣

田
商
店
が
そ
も
そ
も
旧
市
街
の
里
門
里
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
さ

し
迫
っ
た
危
険
を
感
じ
て
は
い
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
結
局
数
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
に
は
帰
宅
し
、
そ
の
後
店
に
は
何
事
も
起
こ
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
官
憲
側
は
、
消
防
団
、
即
ち
自

警
団
を
利
用
し
、
過
剰
な
治
安
維
持
に
当
た
っ
た
。

　
平
壌
の
米
国
キ
リ
ス
ト
教
会
宣
教
師
の
報
告
に
は
、

　
　
群
集
は
多
数
の
消
防
団
員
に
攻
撃
さ
れ
た
。
か
れ
ら
は
（
中
略
）

　
　
鳶
口
で
武
装
し
て
い
た
（
中
略
）
群
集
の
多
く
が
ひ
ど
い
怪
我

　
　
を
負
わ
せ
ら
れ
、
五
人
は
銃
弾
の
傷
で
病
院
で
死
亡
し
た
。
こ

　
　
れ
に
対
し
て
当
局
は
銃
弾
傷
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
は
な
ら
な
い
と
命
令
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
り
、
ま
た
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
i
記
者
の
報
告
に
は
、

　
　
平
壌
に
あ
る
伝
道
病
院
で
は
、
医
者
達
は
、
患
者
は
射
撃
の
傷

　
　
に
よ
っ
て
死
ん
だ
の
で
は
な
く
、
自
然
死
し
た
の
だ
と
報
告
す

　
　
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
。
（
中
略
）
前
述
の
通
り
、
棍
棒
や

　
　
鳶
口
で
武
装
し
た
消
防
夫
達
は
、
多
く
の
場
所
で
自
由
に
彼
等

　
　
の
思
う
ま
ま
に
群
集
を
打
ち
た
た
き
、
追
い
散
ら
し
、
虐
待
し

　
　
た
樋
（
後
略
）

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
宣
言
書
』
を
隠
し
持
っ
た
者
の
検
挙
も
多
数

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

あ
る
と
い
う
状
況
下
で
も
、
芳
兵
が
『
宣
言
書
』
を
入
手
し
、
そ
の

後
保
管
し
続
け
た
こ
と
に
は
、
積
極
的
な
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
の
が
、
前
述
し
た
『
宣
言
書
』
の
折

り
線
の
数
で
あ
る
。
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前
述
し
た
よ
う
に
、
手
元
に
あ
る
『
宣
言
書
」
は
、
六
つ
折
り
の

折
り
目
が
は
っ
き
り
と
残
り
、
し
か
も
損
傷
が
大
き
い
。
こ
の
こ
と

は
、
筐
に
は
六
つ
折
り
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
は
『
他
国
の
ふ
る
さ
と
』
で
「
筐
底
か
ら
変
色
し
、
ぼ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ぼ
ろ
に
な
っ
た
一
枚
の
紙
ぎ
れ
が
出
て
き
た
。
折
目
が
ひ
ど
く
痛
ん

　
　
　
れ
ね

で
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
一
度
は
四
つ
折
り
で
あ
っ
た
『
宣
言
書
』
を
六
つ
折
り

に
折
り
直
し
て
筐
に
入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
、
芳
兵
が

『
宣
言
書
』
を
残
し
た
の
か
、
そ
の
真
意
は
わ
か
ら
な
い
が
、
筐
に

六
つ
折
り
に
し
て
納
め
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
は
、
明
ら
か

に
『
宣
言
書
』
を
保
管
す
る
意
思
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら

　
　
お
　

れ
る
。

結
論

　
　
（
1
）
　
『
宣
言
書
』
の
持
つ
意
義

　
『
宣
言
書
』
の
誤
植
は
、
運
動
の
本
質
に
何
ら
影
響
を
与
え
る
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
誤
植
が
起
き
た
原
因
や
そ
の
背
景
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、
運
動
自
体
の
性
格
、
ま
た
当
時
の
状
況
を
知
る
、

一
つ
の
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
前
述
し
た
印
刷
過
程
の
中
で
誤
植
が
起
こ
る
可
能
性
を

考
え
る
と
、
そ
れ
は
二
度
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
崔
南
善
が

作
ら
せ
た
版
組
で
、
次
は
そ
れ
を
元
に
李
鐘
一
が
組
み
直
し
た
版
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

で
あ
る
。
李
鐘
一
及
び
職
工
の
証
言
に
、
「
組
み
直
し
は
崔
南
善
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

版
組
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
行
っ
た
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
。
こ

の
事
実
と
、
版
組
組
み
直
し
の
技
法
か
ら
、
一
番
誤
植
の
可
能
性
が

高
い
の
は
、
最
初
の
崔
南
善
の
版
組
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
校
正
も
不
十
分
で
誤
植
が
見
過
ご
さ
れ
た
背
景
に
は
、
前
述

し
た
用
紙
幅
の
違
い
に
よ
る
版
組
の
組
み
直
し
以
外
に
、
そ
の
時
、

問
題
と
な
っ
た
事
が
も
う
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
三
十
三
名
の
署
名

者
の
問
題
で
あ
る
。
名
前
の
間
違
い
や
順
番
等
で
何
度
も
訂
正
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

わ
れ
、
そ
の
た
び
に
活
字
の
入
れ
替
え
を
し
た
と
の
証
言
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
印
刷
作
業
は
こ
ち
ら
に
重
き
が
置
か
れ
、
誤
植
に
気
づ

か
な
か
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
こ
の
よ
う
に
名
前
の
校
正
に
時
間
を

か
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
官
憲
と
の
厳
し
い
関
係
を
示
す
も

の
で
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
全
体
が
少
し
右
下
が
り
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
原
版
が
傾

い
た
状
態
で
取
り
付
け
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
印
刷
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
当
時
、
草
稿
作
成
も
含
め
て
決
し
て
余
裕
の
あ
る

状
況
で
作
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
結
局
、

こ
の
誤
植
に
気
づ
い
た
の
は
、
「
李
柄
憲
回
顧
談
」
の
中
で
、
「
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

二
八
日
に
呉
世
昌
が
発
見
し
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
全
国

へ
配
送
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
誤
植
の
ま
ま
で
あ
っ
て
も
、
三
月
一
日
と
い
う
日
に
、
ま

た
運
動
が
展
開
さ
れ
た
そ
の
地
に
、
同
時
に
こ
の
『
宣
言
書
』
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
そ
の
後
各
地
で
作
ら
れ
た
多
く
の
宣
言
書
も
含
め
て
、
三
・

一
運
動
は
、
こ
れ
ら
宣
言
書
が
同
時
に
存
在
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
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そ
の
運
動
が
全
国
に
拡
大
し
得
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
こ
の
『
宣
言
書
』
の
持
つ
意
義
は
、
も
っ
と
評
価
さ
れ

検
証
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
証
に
よ
っ
て
、
三
・
一
運
動
に
お
け
る
、
『
宣
言

書
』
の
も
つ
重
要
性
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
同
時
に
官
憲
に
よ
る
『
宣
言
書
』
の
押
収
、
及
び
運
動
へ

の
弾
圧
は
、
朝
鮮
総
督
府
そ
し
て
日
本
政
府
が
、
三
・
一
運
動
と

『
宣
言
書
』
が
持
つ
意
味
、
そ
し
て
、
日
本
に
と
っ
て
の
怖
さ
を
よ

く
認
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
日
を
追
う
ご
と
に
そ
の
弾
圧
は
激
し
さ
を
増
し
、
一
方
的

な
虐
殺
行
為
も
行
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
は
、
諸
外
国
に
対
し
て
は
、
原
首
相
か
ら
長
谷
川
朝
鮮
総
督
宛
に

出
さ
れ
た
「
至
急
親
展
官
報
」
で
、
「
今
回
ノ
騒
擾
事
件
ハ
内
外
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
　

対
シ
テ
表
面
上
ハ
極
メ
テ
軽
微
ナ
ル
問
題
ト
看
倣
ス
ヲ
必
要
ト
ス
」

と
の
姿
勢
が
基
本
と
な
り
、
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
「
文
化
政
治
」
が

展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
（
2
）
　
今
後
の
課
題

　
三
・
一
運
動
後
の
「
文
化
政
治
」
へ
の
植
民
地
政
策
の
転
換
は
、

表
面
的
に
は
一
見
緩
や
か
に
な
っ
た
よ
う
に
み
せ
か
け
な
が
ら
、
そ

の
本
質
は
こ
れ
ま
で
に
も
ま
し
て
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
、

朝
鮮
人
の
歴
史
、
文
化
、
精
神
を
踏
み
に
じ
る
政
策
、
即
ち
一
九
四

〇
年
の
「
創
氏
改
名
」
、
そ
し
て
日
本
帝
国
臣
民
と
し
て
の
一
九
四

四
年
の
「
徴
兵
制
」
と
な
っ
て
現
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
在
の
日
韓
、
日
朝
関
係
を
み
る
と
き
、
こ
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
の

日
本
国
内
に
於
け
る
検
証
は
、
ま
だ
十
分
に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
い

え
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
三
・
一
運
動
の
展
開
の
中
で
、
個
人
が
と
っ
た
さ
さ

や
か
な
行
為
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
一
枚
の
『
宣
言
書
』
を
き
っ
か
け

に
、
ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
る
が
そ
の
運
動
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
ま
だ
、
こ
の
『
宣
言
書
』
か
ら
は
、
直

接
、
署
名
者
達
の
評
価
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ

の
視
点
か
ら
見
た
、
新
た
な
検
証
や
問
題
提
起
も
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
頭
に
置
き
な
が
ら
、
今
後
、
さ
ら
に
三
・
一
運
動
、

そ
し
て
日
韓
、
日
朝
関
係
の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。注

（
1
）
　
市
川
正
明
『
三
・
一
独
立
運
動
』
1
原
書
房
、
一
九
八
三
年
、
八

　
　
五
頁
「
申
洪
植
警
察
訊
問
調
書
」

（
2
）
　
朴
股
植
『
朝
鮮
独
立
運
動
の
血
史
』
1
平
凡
社
、
一
九
二
〇
年
中

　
　
国
文
出
版
、
一
九
七
二
年
翻
訳
出
版
、
一
四
八
頁

（
3
）
　
市
川
前
掲
書
1
、
六
九
－
七
〇
頁
「
朴
準
承
警
察
訊
問
調
書
」

（
4
）
　
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
『
東
洋
文
化
研
究
』
　
第
5
号
、

　
　
二
〇
〇
三
年
、
二
四
四
頁
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（
5
）
　
李
柄
憲
『
一
一
＝
運
動
秘
史
』
（
韓
国
文
）
時
事
時
報
出
版
局
、
一

　
　
九
五
九
年

（
6
）
　
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
編
『
朝
鮮
騒
擾
事
件
状
況
』
厳
南
堂
書
店
、

　
　
一
九
一
九
年
、
一
九
六
八
年
復
刻

（
7
）
　
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
編
『
朝
鮮
三
・
一
濁
立
騒
擾
事
件
＋
概
況
・

　
　
思
想
及
運
動
』
厳
南
堂
書
店
、
一
九
一
九
年
、
一
九
六
八
年
復
刻

（
8
）
　
市
川
前
掲
書
1
、
四
六
－
四
七
頁
「
権
東
鎮
警
察
訊
問
調
書
」

（
9
）
　
同
上
1
、
一
六
八
頁
「
吉
善
宙
検
事
訊
問
調
書
」

（
1
0
）
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朴
慶
植
『
朝
鮮
三
・
一
独
立
運
動
』

　
　
（
平
凡
社
、
　
一
九
七
六
年
）
で
、
署
名
者
達
の
事
前
協
議
の
存
在
を

　
　
記
し
て
い
る
。
（
七
七
頁
－
七
八
頁
）

　
　
ま
た
、
市
川
前
掲
書
1
、
一
四
九
頁
「
李
昇
薫
検
事
訊
問
調
書
」
で
、

　
　
署
名
者
の
一
人
李
昇
薫
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
「
李
商
在
は
独
立
宣
言
に
公
然
と
代
表
を
四
百
名
位
に
す
る
等
の

　
　
　
説
で
あ
り
ま
し
た
が
（
中
略
）
そ
う
す
れ
ば
第
一
回
の
運
動
に
て

　
　
　
枢
要
の
人
物
の
み
捕
え
ら
れ
後
事
を
継
続
し
て
運
動
す
る
も
の
が

　
　
　
無
く
な
る
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
、
官
憲
に
よ
る
逮
捕
後
の
指
導

　
　
者
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。

（
1
1
）
　
コ
裏
切
り
者
」
と
し
て
の
観
点
か
ら
は
、
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史

　
　
講
座
』
鈴
木
小
兵
衛
の
「
最
近
の
植
民
地
政
策
・
民
族
運
動
」
（
岩

　
　
波
書
店
一
九
三
三
年
）
、
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
1
9
巻
山
辺
健
太
郎

　
　
の
「
日
本
帝
国
主
義
と
植
民
地
」
（
一
九
六
三
年
）
、
『
岩
波
講
座
世

　
　
界
歴
史
』
2
5
巻
姜
徳
相
の
「
日
本
の
朝
鮮
支
配
と
三
・
一
独
立
運
動
」

　
　
（
一
九
七
〇
年
）
等
が
あ
る
。
ま
た
、
趙
景
達
の
『
朝
鮮
民
衆
運
動

　
　
の
展
開
』
（
岩
波
書
店
二
〇
〇
二
年
）
も
基
本
的
に
こ
の
立
場
に
立

　
　
っ
て
い
る
。

　
　
　
一
方
、
朴
慶
植
『
朝
鮮
三
・
一
独
立
運
動
』
（
平
凡
社
一
九
七
六

　
　
年
）
で
は
、
日
本
帝
国
主
義
支
配
下
と
い
う
制
約
の
中
で
の
『
官
三
＝
ロ

　
　
書
』
と
署
名
者
達
の
行
動
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
朝
鮮

　
　
史
研
究
会
論
文
集
』
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
1
三
・
一
運
動
の
歴
史
的

　
　
意
義
」
（
一
九
八
〇
年
）
や
、
『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
』

　
　
日
韓
共
同
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
植
民
地
支
配
と
三
・
一
独

　
　
立
運
動
」
（
二
〇
〇
二
年
）
等
の
よ
う
に
、
当
時
の
膨
大
な
裁
判
記

　
　
録
や
、
新
発
見
の
資
料
の
再
検
証
に
よ
り
、
三
・
一
運
動
の
歴
史
的

　
　
意
義
を
見
直
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。

（
1
2
）
　
佐
藤
芳
兵
　
↓
八
七
九
年
（
明
治
十
二
）
生
～
一
九
五
四
年
（
昭

　
　
和
二
九
）
没
　
筆
者
の
祖
父
。
日
本
、
朝
鮮
で
様
々
な
個
人
商
店
を

　
　
経
営
す
る
。

（
1
3
）
　
佐
藤
俊
男
　
一
九
＝
二
年
（
大
正
二
）
生
～
二
〇
〇
〇
年
（
平
成

　
　
十
二
）
没
　
筆
者
の
父
。
戦
後
、
日
本
基
督
教
団
福
岡
社
家
町
教
会

　
　
で
五
十
年
間
牧
師
を
務
め
る
。

（
1
4
）
　
佐
藤
俊
男
『
他
国
の
ふ
る
さ
と
・
朝
鮮
に
渡
っ
た
子
ど
も
た
ち
』

　
　
創
言
社
、
一
九
八
四
年

（
1
5
）
　
『
昇
唱
7
1
冒
豊
遭
刈
晋
　
呈
呈
「
』
（
『
独
立
記
念
館
展
示
品
目
録
』
）

　
　
一
九
八
八
年
、
三
「
闇
7
1
冒
豊
　
聾
号
三
「
沼
。
τ
暑
朴
望
子
杢
発
行

（
1
6
）
前
掲
書
『
目
録
』
の
カ
バ
ー
及
び
、
九
一
頁
の
二
種
類
の
『
宣
言

　
　
書
』
と
の
比
較
で
、
文
字
の
配
置
、
旧
ハ
ン
グ
ル
書
体
、
ま
た
「
鮮

　
　
朝
」
の
誤
植
の
す
べ
て
が
一
致
す
る
。

（
1
7
）
　
崔
南
善
「
用
昇
　
舎
　
濁
立
宣
言
書
」
『
川
用
』
誌
、
　
一
九
五
五

　
　
年
三
月
号
よ
り
。

　
　
　
な
お
、
こ
の
こ
と
は
『
印
刷
界
』
（
韓
国
・
印
刷
界
社
発
行
）
　
］

　
　
九
八
六
年
三
月
号
中
の
呉
壽
烈
の
論
文
「
『
独
立
宣
言
書
』
印
刷
纒
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緯
」
（
三
五
頁
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
「
小
澤
」
な
る
人
物

　
　
の
具
体
的
な
説
明
は
な
い
。

（
1
8
）
　
市
川
前
掲
書
3
、
九
三
頁
「
崔
南
善
地
方
法
院
予
審
訊
問
調
書
」

（
1
9
）
　
同
上
2
、
九
一
頁
「
李
鐘
＝
局
等
法
院
予
審
訊
問
調
書
」

（
2
0
）
　
同
上
3
、
一
八
二
頁
「
金
弘
奎
高
等
法
院
予
審
訊
問
調
書
」

（
2
1
）
　
同
上
1
、
五
七
頁
「
羅
仁
協
警
察
訊
問
調
書
」

（
2
2
）
　
同
上
3
、
一
七
五
頁
「
李
景
隻
高
等
法
院
予
審
訊
問
調
書
」
で
、

　
　
農
民
の
李
景
愛
は

　
　
　
「
私
は
無
学
で
文
字
も
わ
か
り
ま
せ
ん
宣
言
書
も
見
て
も
判
り
ま

　
　
　
せ
ん
」
と
証
言
し
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
、
同
上
3
、
一
八
〇
頁
「
韓
乗
盆
高
等
法
院
予
審
訊
問
調
書
」

　
　
で
職
人
の
韓
乗
盆
は

　
　
　
「
私
は
漸
く
名
前
を
書
く
位
で
字
は
判
り
ま
せ
ん
故
読
め
ま
せ
ん
」

　
　
と
証
言
し
て
い
る
。

（
2
3
）
　
朴
慶
植
前
掲
書
、
九
四
－
九
五
頁
、
こ
の
「
声
討
法
」
の
評
価
は
、

　
　
逆
に
『
宣
言
書
』
を
読
め
な
い
人
が
相
当
数
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

　
　
と
い
え
る
。

（
2
4
）
　
同
上
、
九
四
頁

（
2
5
）
　
市
川
前
掲
書
3
、
｝
八
〇
頁
「
韓
盆
乗
高
等
法
院
予
審
訊
問
調
書
」

（
2
6
）
　
同
上
、
一
七
五
頁
「
李
景
攣
高
等
法
院
予
審
訊
問
調
書
」

（
2
7
）
　
李
嫡
憲
前
掲
書
、
六
四
－
六
五
頁
（
「
日
誌
中
」
独
立
宣
言
書
配

　
　
布
）
原
文

　
　
　
「
叫
叫
劉
を
7
ー
ヱ
を
o
互
週
号
0
1
刻
淵
趙
刈
井
井
曽
薯
測

　
　
　
測
呈
糾
苛
銀
叫
。
魁
号
暑
・
刈
暑
早
叫
蒼
杢
望
。
百
ロ
丁
朴
司

　
　
　
囚
叫
昇
揖
刃
州
鍛
銀
叫
」

（
2
8
）
　
市
川
前
掲
書
4
、
＝
二
〇
頁

（
2
9
）
　
同
上
、
一
六
〇
頁

（
3
0
）
　
み
す
ず
書
房
『
現
代
史
資
料
』
2
5
、
一
九
六
六
年
、
「
三
・
一
運

　
　
動
日
次
報
告
」
3
三
一
六
頁
、
三
月
一
四
日
鏡
城
郡
か
ら
の
報
告
及

　
　
び
、
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
『
朝
鮮
騒
擾
事
件
経
過
概
覧
表
』
（
ア
ジ

　
　
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）
三
月
一
五
日
威
北
道
か
ら
の
報
告
に
「
謄

　
　
写
版
」
押
収
の
報
告
が
あ
る
。

　
　
同
時
に
、
『
宣
言
書
』
を
も
と
に
し
た
、
謄
写
版
印
刷
に
よ
る
宣
言

　
　
書
は
各
種
存
在
す
る
が
、
学
習
院
大
学
友
邦
文
庫
に
は
、
次
の
三
点

　
　
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
・
「
宣
言
書
・
朝
鮮
青
年
独
立
団
」
（
訳
文
）
朝
鮮
青
年
独
立
団
発

　
　
　
　
行
、
一
九
一
九
年
、
謄
写
版
印
刷

　
　
　
・
「
大
韓
独
立
女
子
宣
言
書
」
（
訳
文
）
金
仁
宗
、
金
淑
卿
ほ
か
発

　
　
　
　
行
、
一
九
一
九
年
、
謄
写
版
印
刷

　
　
　
　
（
前
掲
『
独
立
記
念
館
展
示
品
目
録
』
一
〇
二
頁
に
原
本
写
真

　
　
　
　
掲
載
）

　
　
　
・
「
大
韓
独
立
宣
言
書
」
（
訳
文
）
呂
準
、
李
相
竜
発
行
、
一
九
一

　
　
　
　
九
年
、
謄
写
版
印
刷

　
　
ま
た
、
宮
憲
側
報
告
に
は
謄
写
版
と
謄
写
版
印
刷
に
よ
る
宣
言
書
の

　
　
押
収
報
告
が
あ
る
が
、
そ
の
枚
数
は
千
枚
、
二
千
枚
単
位
で
の
押
収

　
　
で
あ
る
。
（
み
す
ず
量
旦
房
前
掲
書
2
5
三
一
六
、
二
九
五
頁
等
）

　
　
　
そ
れ
に
対
し
、
単
に
『
宣
言
書
』
発
見
・
押
収
と
の
報
告
で
は
、

　
　
数
枚
か
ら
数
百
枚
の
報
告
が
多
く
、
そ
れ
ら
は
、
実
際
の
『
宣
言
書
』

　
　
の
配
布
地
域
、
日
時
、
枚
数
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
お
り
、
ま
た
配
布
枚

　
　
数
を
超
え
て
は
い
な
い
こ
と
か
ら
、
原
本
の
『
宣
言
書
』
と
判
断
で

　
　
き
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
図
版
1
、
表
1
（
後
出
）
に
示
し

　
　
た
押
収
枚
数
に
つ
い
て
は
、
官
憲
報
告
に
『
宣
言
書
』
と
の
み
記
載
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さ
れ
、
実
際
の
配
布
に
対
応
し
て
い
る
も
の
に
限
っ
た
。
す
な
わ
ち

　
　
そ
れ
ら
は
、
『
宣
言
書
』
原
本
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

　
　
る
。

（
3
1
）
　
み
す
ず
里
旦
房
前
掲
書
2
5
、
二
八
一
－
二
八
四
頁
コ
ニ
・
一
運
動
日

　
　
次
報
告
1
」

（
3
2
）
　
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
前
掲
書
、
二
四
四
頁
で
千
葉
了
は

　
　
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
　
　
三
月
一
日
の
未
明
、
天
道
教
主
の
孫
乗
煕
等
三
十
三
名
の
署
名
し

　
　
　
た
一
枚
の
独
立
宣
言
書
が
（
中
略
）
警
務
部
長
に
届
け
ら
れ
た
。

　
　
　
（
中
略
）
相
談
の
上
に
、
こ
れ
に
署
名
し
て
い
る
三
十
三
名
の
家

　
　
　
を
偵
察
さ
せ
た
と
こ
ろ
が
全
部
空
っ
ぽ
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
お
か

　
　
　
し
い
そ
と
、
い
よ
い
よ
本
当
か
な
と
、
こ
う
言
っ
て
心
配
し
ま
し

　
　
　
た
。

（
3
3
）
　
市
川
前
掲
書
2
、
二
四
七
頁
「
李
鐘
一
京
城
覆
審
法
院
独
立
宣
言

　
　
文
署
名
者
公
判
始
末
書
」

（
3
4
）
　
朝
鮮
総
督
府
発
行
『
朝
鮮
鉄
道
状
況
第
9
回
』
、
一
九
一
九
年
、

　
　
折
り
込
み
地
図
「
朝
鮮
鉄
道
略
図
」

（
3
5
）
　
株
式
会
社
旅
行
案
内
社
発
行
『
公
認
汽
車
汽
船
旅
行
案
内
大
正
四

　
　
年
三
月
第
二
四
六
号
』
・
『
同
大
正
十
年
八
月
第
三
二
三
号
』
、
一
九

　
　
九
八
年
復
刻

　　　A4140
）　　）
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）　　）　　）　　）

市
川
前
掲
書
4
、
七
三
頁

前
掲
時
刻
表
「
大
正
十
年
度
版
」
、

市
川
前
掲
書
4
、
二
五
七
頁

前
掲
時
刻
表
「
大
正
十
年
度
版
」
、

市
川
前
掲
書
3
、
一
〇
八
頁

前
掲
時
刻
表
「
大
正
十
年
度
版
」
、

二
〇
二
頁

一
九
九
－
二
〇
一
頁

一
九
九
－
二
〇
〇
頁

（
4
2
）
　
資
金
面
全
般
で
み
る
と
、
市
川
前
掲
書
2
、
二
八
六
頁
「
朴
煕
道

　
　
京
城
覆
審
法
院
公
判
始
末
書
」
で
、

　
　
　
「
宣
言
書
に
署
名
し
て
逮
捕
せ
ら
れ
た
る
者
の
家
族
扶
助
料
と
し

　
　
　
て
李
弼
柱
に
七
十
円
、
朴
東
完
に
二
百
円
、
申
錫
九
に
百
円
、
李

　
　
　
甲
成
に
八
十
円
、
呉
華
英
に
八
十
円
、
自
分
が
百
円
、
金
昌
俊
が

　
　
　
八
十
円
」

　
　
と
の
証
言
が
あ
り
、
『
宣
言
書
』
署
名
者
達
が
逮
捕
さ
れ
た
後
の
家

　
　
族
の
生
活
支
援
金
も
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
4
3
）
　
同
上
、
三
〇
三
頁
「
京
城
覆
審
法
院
公
判
始
末
書
」

（
4
4
）
　
み
す
ず
書
房
前
掲
書
2
5
、
二
八
七
頁
、
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
発

　
　
「
三
・
一
運
動
日
次
報
告
」
3

（
4
5
）
　
同
上
、
三
〇
八
頁

（
4
6
）
　
同
上
、
三
〇
八
頁

（
4
7
）
市
川
前
掲
書
3
、
七
一
－
七
二
頁

（
4
8
）
　
相
馬
愛
蔵
は
、
政
治
家
、
文
化
人
と
も
親
交
が
あ
っ
た
人
物
。
ま

　
　
た
、
こ
れ
よ
り
先
、
イ
ン
ド
独
立
運
動
家
ラ
ス
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス

　
　
を
自
宅
に
匿
い
、
後
に
娘
婿
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
村
屋
の
経
営

　
　
方
針
に
、
「
出
身
、
国
籍
で
待
遇
に
差
別
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

　
　
の
項
目
が
あ
り
朝
鮮
人
、
中
国
人
や
他
の
国
の
従
業
員
も
多
か
っ
た
。

　
　
（
相
馬
愛
蔵
『
私
の
小
売
商
道
』
高
風
館
一
九
五
二
年
、
同
人
著

　
　
『
一
商
人
と
し
て
』
岩
波
書
店
一
九
三
八
年
よ
り
。
）

　
　
　
そ
の
よ
う
な
相
馬
に
と
っ
て
、
林
圭
を
自
宅
離
れ
に
滞
在
さ
せ
る

　
　
こ
と
に
は
、
特
に
問
題
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
4
9
）
　
市
川
前
掲
書
3
、
七
二
頁

（
5
0
）
　
市
川
前
掲
書
2
、
三
二
七
、
三
三
五
頁
「
京
城
覆
審
法
院
判
決
文
」

（
5
1
）
　
李
柄
憲
前
掲
書
、
九
七
三
頁
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「
天
道
教
徒
は
数
千
人
が
天
道
教
区
に
集
合
し
て
、
儀
式
を
終
え

　
　
て
宣
言
書
を
配
付
し
て
万
歳
を
叫
ん
で
耶
蘇
教
と
一
般
市
民
と
結
集

　
　
し
て
、
数
万
人
が
市
内
を
回
り
万
歳
を
叫
ん
だ
が
警
察
で
解
散
を
命

　
　
じ
ら
れ
た
。
」
（
引
用
者
訳
）
と
あ
る
。

　
　
　
（
原
文
）
「
石
呈
丑
剋
。
τ
牛
冠
噌
。
1
超
呈
丑
干
州
召
脅
糾
司
婦

　
　
剤
。
冒
晋
叫
刻
ヱ
組
唱
刈
三
己
明
早
苛
望
刈
魁
測
暑
早
旦
叫
刀
起

　
　
7
1
叶
杢
丑
斗
望
肚
刈
剋
斗
曽
補
苛
φ
牛
魁
噌
0
1
刈
用
三
己
暑
屯

　
　
刈
魁
矧
暑
暑
銀
と
」
司
碧
邊
州
刈
洲
冠
島
巳
週
。
π
糾
戴
叫
。
」

（
5
2
）
　
朴
慶
植
前
掲
書
、
一
四
三
頁

（
5
3
）
　
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
編
『
概
況
・
思
想
及
運
動
』
、
六
六
頁
、
及

　
　
び
み
す
ず
書
房
前
掲
書
2
5
、
一
一
〇
頁
「
独
立
運
動
ノ
為
朝
鮮
人
不

　
　
穏
ノ
行
動
二
関
ス
ル
状
況
」
（
こ
こ
で
は
、
耶
蘇
教
徒
の
参
加
者
数

　
　
の
み
で
、
天
道
教
徒
の
参
加
者
数
は
記
載
が
な
い
。
）

（
5
4
）
　
平
壌
商
工
会
議
所
編
『
平
壌
商
工
人
名
録
』
、
一
九
一
九
年
版
、

　
　
三
二
頁

（
5
5
）
　
俊
男
（
芳
兵
二
男
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
意
識
的
に
字
を
変
え
て

　
　
い
る
。

（
5
6
）
　
佐
藤
前
掲
書
、
六
五
－
六
六
頁

　
　
　
こ
の
時
俊
男
は
六
歳
で
、
こ
の
記
述
に
は
位
置
関
係
な
ど
に
曖
昧

　
　
さ
も
あ
る
。
し
か
し
、
平
壌
で
生
ま
れ
育
っ
た
俊
男
は
、
こ
の
当
時

　
　
の
記
憶
を
次
の
よ
う
に
も
記
し
て
い
る
。

　
　
　
俊
夫
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
自
分
が
今
毎
日
生
活
し
て
い
る
こ
の
土

　
　
　
地
が
異
郷
・
異
国
だ
と
い
う
こ
と
を
肌
で
意
識
し
て
い
た
。
（
中

　
　
　
略
）
家
を
一
歩
出
れ
ば
た
ち
ま
ち
身
に
感
じ
る
異
様
な
圧
迫
感
、

　
　
　
不
安
感
、
自
分
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

　
　
　
う
重
苦
し
い
、
喜
ば
し
く
な
い
感
情
、
つ
ま
り
は
彼
我
の
間
に
わ

　
　
　
だ
か
ま
る
う
ち
と
け
が
た
い
反
目
が
、
幼
い
子
ど
も
の
心
に
常
に

　
　
　
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
た
。
（
三
二
ー
三
四
頁
）

　
　
こ
の
よ
う
な
思
い
を
普
段
か
ら
持
っ
て
い
た
俊
男
は
、
　
一
日
朝
の
変

　
　
化
を
敏
感
に
感
じ
と
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、

　
　
六
歳
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
朝
の
様
子
が
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
た
も

　
　
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
7
）
　
同
上
、
三
七
頁

（
5
8
）
　
同
上
、
三
八
－
三
九
頁

（
5
9
）
　
市
川
前
掲
書
4
、
＝
二
四
頁
「
サ
懸
三
地
方
法
院
予
審
訊
問
調
書
」

　
　
　
「
金
善
斗
が
式
辞
を
述
べ
て
居
る
頃
な
り
群
衆
に
宣
言
書
を
一
枚

　
　
　
宛
配
っ
て
歩
い
て
居
た
の
で
」

　
　
と
の
証
言
が
あ
る
が
、
こ
の
「
式
辞
」
と
は
「
光
武
帝
奉
悼
式
」

　
　
（
朴
慶
植
『
朝
鮮
独
立
運
動
』
（
一
四
三
頁
）
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

　
　
は
正
式
な
宣
言
書
発
表
前
の
こ
と
で
あ
る
。

（
6
0
）
　
み
す
ず
書
房
前
掲
書
2
5
、
一
一
一
頁
「
三
・
一
運
動
日
次
報
告
朝

　
　
鮮
軍
司
令
官
一
九
一
九
年
三
月
～
八
月
」

（
6
1
）
　
佐
藤
前
掲
書
よ
り

（
6
2
）
　
佐
藤
前
掲
書
、
六
九
頁

（
6
3
）
　
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
編
『
騒
擾
事
件
状
況
』
、
二
三
五
－
二
三
六

　
　
頁

（
6
4
）
　
市
川
前
掲
書
3
、
三
一
四
頁
の
忠
清
北
道
、
三
一
七
頁
の
全
羅
北

　
　
道
か
ら
の
報
告
。

（
6
5
）
　
朴
股
植
前
掲
書
1
、
一
八
六
頁

（
6
6
）
　
同
上
、
一
四
三
－
一
四
四
頁

（
6
7
）
　
佐
藤
前
掲
書
、
六
七
－
六
八
頁

（
6
8
）
　
み
す
ず
書
房
前
掲
書
2
6
、
三
五
一
頁
、
宣
教
師
は
氏
名
不
詳
。
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告
は
三
月
二
一
日
。

（
6
9
）
　
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
は
日
本
国
内
で
発
行
し
て
い
た
英

　
　
字
新
聞
。
記
者
は
氏
名
不
詳
。

（
7
0
）
　
み
す
ず
書
房
前
掲
書
2
6
、
四
月
二
四
日
報
告
、
三
九
八
頁

（
7
1
）
　
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
編
『
騒
擾
事
件
状
況
』
、
二
四
六
頁
、
江
原

　
　
道
か
ら
の
報
告
に
、

　
　
　
「
独
立
宣
言
書
を
密
か
に
所
持
し
或
い
は
靴
下
に
履
き
（
中
略
）

　
　
　
多
数
検
挙
す
る
を
得
（
後
略
）
」

　
　
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
月
十
日
前
後
の
事
で
あ
る
。

（
7
2
）
　
佐
藤
前
掲
書
、
二
七
三
頁

（
7
3
）
　
朝
鮮
語
を
理
解
し
た
芳
兵
は
、
『
宣
言
書
』
を
手
に
し
読
ん
だ
瞬

　
　
間
、
何
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
の
か
を
理
解
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

　
　
で
そ
の
行
為
が
後
世
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
ま
で
は
考
え
な

　
　
か
っ
た
と
し
て
も
、
意
図
的
に
保
管
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
、
そ
の
意
図
を
推
し
測
る
術
は
な
い
。

　
　
た
だ
、
少
な
く
と
も
、
平
壌
に
お
け
る
一
日
本
人
の
意
思
に
よ
り

　
　
『
宣
言
書
』
が
入
手
・
保
管
さ
れ
、
そ
し
て
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た

　
　
と
い
う
事
実
が
、
九
十
一
年
後
の
今
、
そ
れ
を
元
に
研
究
を
進
め
る

　
　
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。

（
7
4
）
　
市
川
前
掲
書
3
、
九
一
頁
「
李
鐘
＝
局
等
法
院
予
審
訊
問
調
書
」
、

　
　
一
八
一
頁
「
金
弘
奎
高
等
法
院
予
審
訊
問
調
書
」

（
7
5
）
　
同
上
2
、
九
五
頁
「
李
鐘
＝
局
等
法
院
予
審
訊
問
調
書
」
、
同
上

　
　
3
、
一
八
ニ
ー
一
八
三
頁
、
「
金
弘
奎
高
等
法
院
予
審
尋
問
調
書
」

　
　
で
こ
の
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。

（
7
6
）
　
前
掲
『
呉
壽
烈
論
文
』
（
『
印
刷
界
』
一
九
八
六
年
年
三
月
号
）
、

　
　
四
一
頁

（
7
7
）
　
朴
慶
植
前
掲
書
　
九
五
頁
に
、
各
種
宣
言
書
に
つ
い
て
、
記
載
さ

　
　
れ
て
い
る
。

（
7
8
）
　
み
す
ず
書
房
前
掲
書
2
5
、
一
〇
五
頁
、
三
月
一
四
日
付
け
官
報
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The　Repercussions　of　the　March　First　Declaration　of　Indepen－

dence　and　Its　Significance：ACase　from　Pyongyang

SATO　Masao

Key　words：March　First　Movement，　Declaration　of

Pyongyang，　Typographical　Error，　Cultural　Policy

Independence，

　　　This　year　marks　the　centennial　of　the　annexation　of　Korea　by

Japan　and　the　91st　anniversary　of　the　incipience　of　the　March　First

Movement．　Nonetheless，　there　is　a　relative　paucity　of　research　in

Japan　into　Japanese－Korean　relations　during　this　era．

　　　More　specifically，　so　far　there　has　been　little　comprehensive

research　into　the　Korean　Declaration　of　Independence　Using　primary

sources　in　the　context　of　the　March　First　Movement．

　　　The　present　paper　focuses　oll　the　Declaration　itself　against　the

backdrop　of　the　March　First　Movement，　and　explores　how　it　came　to

be　drafted　and　spread　throughout　the　country．　The　significance　of　the

Declaration　is　explored　by　examining　how　one　Japanese　person

obtained　and　stored　it　in　Pyongyang．

　　　It　is　the　author’s　opinion　that　this　examination　of　the　Declaration

of　Independence　as　a　historical　document　provides　a　new　perspective　on

the　March　First　Movement．　Needless　to　say，　this　study　in　itself　does

not　make　a　case　for　a　major　change　in　views　of　the　March　First

Movement　or　of　the　Declaration’s　signatories　as‘‘traitors”，　but　it　does

pose　questions　worthy　of　further　examination．
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